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 続く第Ⅱ部の実証的検討は、第 4章～第 7章からなっている。第 4章では、認知および感情の観













第 5章では，第 4章で精緻化された意味づけ過程のモデル構造の頑健性を確認している（研究 5
















最後に第 7章では、研究 1から研究 8において収集した、意味づけに関する自由記述回答、ある
いは逐語録を対象に，生成された意味の内容と意味を見出さない理由を整理し，意味を見出さない























平成 29年 1月 24日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（心理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
